
条件

？

見えない

聴こえない

嗅げない

味わえない

触れない
手足が不自由

な

移動が不自由

な

トイレが不自

由な

呼吸が不自由

な

覚えられない

文字を読めな

い

言葉がわから

ない

知識がない
連れから目を

離せない

時間がない

遠方からの

お金がない

主体

？

男性

女性

性的少数者

乳幼児

小学生

中学生

高校生

学生

院生

研究者

学芸員

スタッフ

業者

作家

教師

日本人

外国人

ペット

活動

？

仕事

デート

遊び

暇つぶし

学習

研究

調査

食事

お茶

休憩

排泄

読書

散歩

制作

展示

対象

？

建物

ロビー

展示室

上映室

講堂

カフェ/レスト
ラン

ショップ

キッズ・スペ

ース

ライブラリー

展覧会

上映会

トークショー

作品

インスタレー

ション

キャプション

出品リスト

カタログ

ウェブサイト

× × ×

価値

=

美術館のカフェに入ってみたら、老舗のお

茶屋さんとコラボしたインスタレーション

があった。その作品と関係する抹茶セット

を頂いた。五感で体験するアート。解説コ

ンテンツで茶道（千利休）とアートについ

て学べた。開催中の展覧会とも関係ある内

容で、いい導入になった。

ステップ1
カードを選ぶ

ステップ2
ストーリーを考える

ステップ3
できたストーリーを保存する

？ 楽しみ

よろこび 学び

つながり

気付き

確信

爽快

いい運動

達成感

やる気

いい時間

もやもや

笑い

目の保養

発見

いい思い出

期待通り

セレンディピ

ティ

期待以上

× × × =

× × × =
「作品を観ながらお話して良い日」があり

、親子連れで美術館へ行った。思ったこと

をその場で伝えられる子どもたち、子ども

たちの豊かな感性に新しい発見をする大人

、両者にとってアートに触れる喜びをわか

ちあえる場となった。

× × × =

都市部には良い美術館がたくさんある。地

方の田舎町で育った私にとって美術館は遠

い存在で、美術作品に触れる機会はほとん

ど無かった。

美術作品のデータ化によって、場所・距離

関係なく作品を楽しむことが出来るように

なる。

× × × =

美術館に興味の男性だったが、デートで食事している時に店内に飾

られている絵に興味をもった。でも誰の絵とか、何ていう作品なの

かも知らないし、調べようともしなかった。しかし、食事を数回重

ねていくうちに、やっぱり気になって来て、レストランスタッフに

、誰の絵か聞いてしまう。

すると、どうやら近所の美術館に展示されていることもわかり、美

術館に足を運び、帰りにミュージアムショップでその作品の絵葉書

を買ってしまった。誰に出す葉書でもないのに。

とかいう話があるといいよね！

気付きノート

美術館に実際に来ている人た

ちの他にも、様々な「潜在的

ユーザー」がいる可能性に気

づきました。（石橋）

作品情報を

五感に変換するの

革命

美術界で当たり前に使

われている話題以外の

話題提供ができる（山

川）

食事、美術館というワードで「リ

アルタイムでの経験軸」しか考え

ていなかったけど、食事にも歴史

があるわけで。どんなものも情報

になりうるんだなと。（いとう）

視覚情報以外にも

伝達する手段があ

る

必ずしも「作品を見ることが一番の目

的！」…ってこともなくて、
食事をするためには作品が複製でも良

い…みたいなこともある。鑑賞が一番
の目的と思い込み過ぎてたかも。

食事・レストラン

などのような美術

館周辺施設も情報

駅弁で駅を感じる…とか
、五感は別の情報に結び

つつけたり、引っ張り出

すことができるよね

作品そのものがな

くても展示は成立

する

感情も情報だよね！！

「美術館の展示」とい

えば作品を主としすぎ

て周辺がそんなに工夫

されていない

食事は大橋さんの

言っていた触覚的

な情報なのでは

ひとつ空欄にして「こ

こに何が入る？」と考

えてみてください。

美術館の新たなサービスを発想しよう！

外国人知識がない お茶
インスタレー

ション

セレンディピ

ティ

時間と共にどう変化しますか？

1. 事前の期待
2. 真っ最中の体験
3. 直後の印象
4. しばらく経って振り返った印象

気づいたことを随時メ

モしてください。最後

に発表の時間もありま

す（任意）。

好きな言葉を書き込ん

で、新たなカードを作

ってもいいですよ。

どんな「負」の要素が

ありますか？それはど

うすれば解消できます

か？

条件 主体 活動 対象 価値

条件

主体

活動

文字が読めない:
日本語が読めない / 
識字障害 / 目が見えない

昔のパンはかたかったんだけど

牛乳でやわらかくなる！

なぜ牛乳とパンがセットなのかわ

かった！！

森美: 
天空の鉄道

展示会の雰囲気を楽しめる

難しい説明はいらない

鉄道をどう楽しんでいるのか

その文脈・雰囲気を感じる

食事は味覚や嗅覚・音など

五感で楽しめる

万国共通

発見

外国から日本の美術館を訪れ、

作品の背景を感じられる食事に行く

ナイフの来歴
昔の絵をもとに…
欧州はまな板はなかった話

情報の再現

体験として受け取れる

体験として受け取れる

ちゃんとナイフをとぐ！

ちゃんと包丁つかいなさい！

という日本の文化

外国から

日本の美術をみる

食事に行くストーリー

条件あいそう

外国人

インスタレーション

雨の映像 / 
無音

パチパチなる雨

感覚の介入する作品

食事まで含めて展示の一つ

ちょっとしか食べないと小雨

個人によって解釈がかわる

美術館の前で

食事できない

食べ物との距離を縮める
そのためなら

複製でもいい

感覚だけじゃなく

周辺の道具が違うとか

レストランとかの内装

にもっと美術作品が使

われていくといいよね

。

レストランとか、居酒

屋とかにすごい美術作

品（本物）があること

も。

建築同様に、レストラン・水

族館など環境によって美術作

品のフィルターも変わりそう

。（ホワイトボックスからの

脱出？）

作品をアーカイブ化・

データ化することで、

誰しもがキュレーター

になれるのだなぁ。

美術館に行くとお

腹すくけど、結構

価格が高い。

自分で検索している感じ（

自分のフィルターがかかっ

ている）ことが、偶然性を

喪失している…という自覚

美術館の新しい取り組

みに対しての情報を気

軽に得られるツールが

あると良いな

19世紀プレートごはん
を持って作品を見てまわる

美術館DB

と、食事をかけあわせる

情報と食材を観客に提供

メタデータに19世紀はある

食事データはない
学芸員さんの

ちからが必要

あなたの

見たことのない

美術品

美術館は

本物を見に行くのかと

思ってた

見るスタイルで

作品のあり方が

変わる

美術館って

なんだろう？

今まで本物を

見に来る場だった

壁がいっぱいある

作品があることを

知ってもらう必要ある

コロナとかもあるし

見るにフォーカスすると

子供が来ちゃいけない…となる

「きてもらいたい」 「来れないバリア」

矛盾

見る以外の選択肢

むしろレストランに

作品がある

パリの日本食レストランに

国立美術館の所蔵品を写す

そうすると

展示会場になる

レストランの属性で

活用場所ふえる

子供向け

フォーマル

高解像度データが

価値になる

所蔵が

ギャランティーになる

有名絵画が

実は小さい/大きい
がわかったとき感動

デジタルと本物

二度美味しい

立体物は輸送に

めちゃお金かかる

モノ依存

メディアアートの

アーカイブ

再現性難しい

物理距離の感覚は

五感で楽しむことの一つ

画面で見るのではなく

没入感を得られる美術

VR 図書館も同じ

図書館で今入れるVR

表紙や背表紙から

わかることが

たくさんある

じゃあどんなメタ

データが必要なの

か？

本物じゃなくていい

偶然の出会い

欲しい物がよくわ

からなようなとき

のもの

美術館はそう

アーカイブは検索

偶然の出会いが無い

レストランだと

たまたま情報に

触れる

別の視点が開かれる

レストラン嫌な感じない！

偶然の出会いわくわく！！

レストランの映像

魚のメタデータがつくものを

ランダムに流したりする

美術館で出すもの

固定概念がある

<ーこれは遊べる
よりおもしろいものを作れる

自分でフィルタをかけるのは残念

他人のフィルタが楽しい

期日 冬の印象/夏の印象

すぐに気持ちを伝え

るって大事！後だと

、忘れちゃう。

体験を共有できる レシピ

破壊できる作品

展示室でカレーをふるまう ビュッフェ×作品
作品の前に取りに行く
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これであってますか？

これです！

自分の体験をもってかえる

味

日本酒
説明カードふえていく

美術館が少し敷居が

高いと思っている人

も結構いるので

＼� 最強案 �∕

？

見えない

聴こえない

嗅げない

味わえない

触れない
手足が不自由

な

移動が不自由

な

トイレが不自

由な

呼吸が不自由

な

覚えられない

言葉がわから

ない

知識がない
連れから目を

離せない

時間がない

遠方からの

お金がない

？

男性

女性

性的少数者

乳幼児

小学生

中学生

高校生

院生

研究者

学芸員

スタッフ

業者

作家

教師

日本人

外国人

ペット

？

仕事

デート

遊び

暇つぶし

学習

研究

調査

お茶

休憩

排泄

読書

散歩

制作

展示 ？

建物

ロビー

展示室

上映室ショップ

キッズ・スペ

ース

ライブラリー

展覧会

上映会

トークショー

作品

インスタレー

ション

キャプション

出品リスト

カタログ

ウェブサイト

？ 楽しみ

よろこび 学び

つながり

気付き

確信

爽快

いい運動

達成感

やる気

いい時間

もやもや

笑い

目の保養

発見

いい思い出

期待通り 期待以上

条件 主体 活動 対象 価値

作品

akoさんoitoさん

美術館に興味

がない

MichikoSugaiさん

食事
カフェ/レスト

ラン

セレンディピ

ティ
男性中高生

デート

（食事）

静かにしてい

られない
田舎住まいの 出会い小学生

乳幼児

作品鑑賞 展示室 よろこび

中高生という多感な時期に芸術作品と出会

うことが出来たらきっと人生が豊かになる

。とは言え美術館の入館料はお小遣いの少

ない学生にはハードルが高い。（鑑賞のた

めだけのお金…と思うとなおさら）
地方の貧乏中高生でも、作品と出会えるカ

フェがあったらいいな。

←とは言え、静かに見たい作品もある
ので、周りの人がペラペラ喋っている

と冷めてしまう時もあるんですよね…
。

でも、人と色々語り合いたい展示もあ

る。

敷居が高い、わかるー！

新潟

子供美術館って、

日本には少なすぎ

るな。

コメント

��

美術館は敷居が高い、と

いうイメージが、子ども

の頃から行くことで、親

しみやすい場所となる。

�

美術館に行きたいけど、頭が

いっぱいだったり、疲れてい

たりで断念したことがある。

もっと身近にあればハッピー

美術館のドキドキ

場所を選ばないで

作品に触れられる

のって良い

中高生のときにあの

作品と出会えていた

ら…と思うことある

美術館もAnywhere

地方！という切り口たしかに。

田舎に住んでるのでわかる。

地方は美術館まで

の道のりがとおい

！！わかる。w

良い絵を見つけても、

作者・作品名がわから

ないはあるあるですね…
！

気になっても出会わない

気に入ったレストランで

目に留まる作品が…！
美術館に行くきっかけ。

音楽もそうだよねPM/IA
子供はすぐにリアクション

注意されちゃう

しゃべって見ていい日…
大人もほしい！！！！

おしゃべりゾーンと

かのゾーン分けとか

できないかなぁ？

静かにみたいやつもわかる！

映像作品とか！！！

一人がいいものもある
偶然との出会い＝ドキドキ感！

美術館に行くには

、時間とお金がか

かる。

カフェとかで気軽

に鑑賞できると良

い

鑑賞にお金をかけ

るのはハードルた

かい

食はハードル低い

学びの平等性

文化の平等性

博物館との違い

郷土資料館は行くのに

美術館は行かない

どこで出会うか？

美術館以外がきっかけ

出会いは普通ない

普段は記憶に残らず流れる

美術館は記憶に残る

作品もつながっている

もったいない

��
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